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歴史的分野研究発表 

時代の特色をとらえる力の育成 
～時代を大観する学習「近代の日本と世界」～ 

        東京都練馬区立大泉中学校  彦坂 好郎 

            東京都北区立王子桜中学校  新坂 大輔 

 

１．歴史専門委員会の研究経過 

平成20年度 「特色を考えさせる政治の学習」、年間指導計画の検討 

平成21年度 歴史について考察する力と説明する力の育成 

平成22年度 政治の変革の特色を考えて時代の転換の様子をとらえる学習 

平成23年度 時代の特色をとらえる力の育成 ～時代を大観する学習～ 

 

２．研究のねらい 

 今回の学習指導要領の改訂では、基礎的・基本的な知識、概念や技能を学習するという視点から、

「我が国の歴史の大きな流れ」を理解する学習を一層重視した。そのため、歴史的分野の「（1）歴史

のとらえ方」には、新たに中項目ウが設けられた。「各時代の特色をとらえる学習」である。歴史的

分野の学習の中心は「我が国の歴史の大きな流れ」の理解で、「各時代の特色」はそのために踏まえ

る内容である、という位置づけが明確化された。 

この学習は、今回の歴史的分野の改訂の基本的な考え方に深くかかわるものであり、歴史的分野の

目標を達成するために欠かせない学習である。学習内容の構造化の考えに立てば、古代、中世などの

時代ごとの特色を明確にとらえることができてようやく、我が国の歴史全体の流れが理解されてくる

ことになる。また、この学習は、各時代のまとめの学習として実施することを原則としているが、ま

とめ段階の学習だけでなく、まとめに至るまでの毎時間の学習過程が重要となってくる。従って、ま

とめの学習に至る様々な学習過程をふまえて時代の特色をとらえる力を育成していくことになる。 

 さらに、各時代の特色の究明というねらいを意識しながら、多くの歴史的事象のうち、何を取り上

げてどのように理解させればよいのかという学習内容の焦点化を図る必要もある。歴史的分野では、

大項目ごとに、学習した内容を活用してその時代を大観し表現させる授業を行うことで「各時代の特

色をとらえる力を育成」していくことができると考え、学習活動や指導方法の工夫を研究実践してき

た。 
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３．学習指導要領との関連 

（１） 思考・判断・表現する学習 

 歴史的分野の改訂では、言語活動の充実にかかわる２つの面が重視されている。一つ目は、「歴  

史について考察する力や説明する力」を育てる学習であり、二つ目は「学習内容についての理解や 

認識」を一層深める学習である。「各時代の特色をとらえる学習」は、思考・判断や表現などの過 

程を通じて行われる、考えたり判断したりその成果を自分の言葉で表現したりする学習の一つで、 

これによって言語活動の充実をはかる。また、歴史的事象の意味、意義を解釈する学習や事象の特 

色や事象間の関連を説明するなどの言語活動にかかわる学習を通じて、多面的・多角的に考察し公 

正に判断したり適切に表現したりする能力と態度を育てる。 

 

（２） 各時代の特色をとらえる学習の新設 

 大項目（１）「歴史のとらえ方」のウとして、各時代の特色をとらえる学習を新設している。こ 

れは、大項目（２）～（６）で学習した内容を活用して、大観し表現する活動を通して、その時代 

がどのような特色をもった時代だったのかをとらえる学習である。学習した内容の活用とは、学習 

した内容を比較したり関連付けたり、総合の過程などを伴うものとしている。歴史的分野の研究主 

題は、この「各時代の特色をとらえる学習」に焦点をあてたものである。「時代の特色をとらえる 

力」を育成することは、歴史的分野の目標の一つを達成することに他ならない。 

 

  ○学習指導要領 大項目（１）歴史のとらえ方  の時間数 

   歴史の導入・身近な地域・大観［２２時間］ 

（１） ア「我が国の歴史上の人物や出来事などについて調べたり考えたりするなどの活動」

                                     ［５時間］

イ「身近な地域の歴史を調べる学習」                 ［７時間］

ウ「学習した内容を活用してその時代を大観し表現する活動」     ［１０時間］

 

（３） 「各時代の特色をとらえる学習」と歴史的分野の研究 

 今回、歴史的分野では、この新設された「各時代の特色をとらえる学習」に焦点をあてて研究を 

進めてきた。この学習には、学習指導要領の改訂で考慮している様々な重要な観点が多数含まれて 

いる。歴史的分野では、各大項目の最初に行う「導入の学習」、まとめの学習に至るまでの「毎時 

の授業」の組み立て、そして最後のまとめである時代を「大観する学習」の一連の流れをひとくく 

りとして指導計画をたて、実践を試みてきた。そして、毎時間の授業において時代全体の特色を意 

識しながら学習の焦点化を図るようにした。 

① 導入の学習 

 各時代の特色をとらえる学習においては、各時代の学習の初めに、その時代全体の特色をとらえ 

ることが学習のねらいであることを自覚する導入の学習を行って意識づくりをする。歴史の学習で 

は、古代の学習が１年からはじまり、現代の学習は３年生で行うという学習期間が長期にわたるた 

め、生徒の発達段階に応じて、その時代全体の特色をとらえる意義が実感されるよう導入教材や指 

導方法の工夫が必要となる。 
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②時代を大観する学習 

  その時代について学習した内容を活用してその時代がもつ特色を考察してとらえるまとめの学習 

 である。これは、歴史を考えたり説明したりする言語活動の充実につながる学習であり、同時に思 

 考・判断や表現などの過程を通じて、我が国の歴史に対する理解や認識、愛情を深める学習でもあ   

 る。下記の表のように生徒の発達段階に応じて時代を大観する方法や配当時数を変えて指導計画を    

 たてた。 

 

大項目の(2)～(6)で 10 時間を大観する学習として年間指導計画をたてている。 

大項目 時代を大観する学習の方法 時数 

(2)古代までの日本 カードを活用した時代の大観 １時間 

(3)中世の日本 キーワードやキャッチフレーズを利用した時代の大観 ２時間 

(4)近世の日本 ワークシートの記入と意見交換による時代の大観 ２時間 

(5)近代の日本と世界 ワークシートの記入と意見交換による時代の大観 ２時間 

(6)現代の日本と世界 リーフレットの作成を通した時代の大観 ３時間 

  大観や表現の仕方については、学習した内容の単なる羅列的なまとめにならないよう、カードの  

 活用しての授業やワークシート、リーフレットの作成など言葉や図などで表現したり､互いに意見交    

 換したり討論したりする学習活動を考えた。 

 

 

 

 

 

４．時代を大観する学習 

（１）大項目「（５）近代の日本と世界」 

①学習をするにあたって 

 「近代の日本と世界」は、本委員会で作成した年間計画では大観を含めて 45 時間（大観以前は

４３時間）という長い時間を配当している。しかも、本単元は第２学年～第３学年にまたがって授

業が行われるため、ほかの単元と同様に一度に大観できるのかという疑問があった。全国大会でも

質疑応答で出されたように、「近代」をひとまとめにして大観するよりも、２～３回に分けて大観し

ていったほうが良いのではないかという議論があった。本委員会でも当初は「近代国家の形成時期」

「第一次世界大戦期まで」「終戦まで」の３つに分けてそれぞれで大観する学習を１時間ずつ入れる

案から検討を始めた。しかし、時代の流れをつかませるという本来の学習の目的を考えると、本委

員会では、やはり一度に「近代」として大観する必要があると考えた。 
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②単元の指導計画 

 大項目（５）近代の日本と世界（４５時間） 

1  フランスの市民革命 14 初期の国際関係 30 第一次世界大戦前の国際情勢 

2  イギリスの産業革命 15 文明開化と生活の変化 31 第一次世界大戦と日本の参戦 

3  資本主義社会の成立 32 大戦後の国際協調の動き 

4  欧米諸国のアジア進出 

16 新政府による政治改革の特色を

考えさせる学習（転換の学習２） 33 アジアの民族運動 

5  中国の動き 17 新政府への不満 34 大正デモクラシー 

6  日本の開国 18 自由民権運動の広まり 35 社会運動の展開 

7  開国の影響 19 大日本帝国憲法の成立 36 文化の大衆化 

8  江戸幕府の滅亡 20 議会政治のはじまり 37 世界恐慌とファシズム 

21 日清戦争 38 経済の混乱・社会問題発生 9  新しい政治を予想させる学習 

（転換の学習１） 22 日露戦争 39 政党政治の行き詰まり 

10 明治新政府の成立 23 朝鮮の植民地化 40 軍部の台頭と日中戦争 

24 条約の改正 41 第二次世界大戦 11 新政府の諸改革Ⅰ（版籍奉還・

藩置県･身分制度の廃止） 25 日本の産業革命 42 太平洋戦争 

26 国民生活の変化 43 戦時下の生活と大戦の終結 12 新政府の諸改革Ⅱ 
             （学制･兵制・税制） 

27 労働問題や社会問題の発生 44 大観する学習 1 

28 教育の広まり 45 大観する学習 2 13 新政府の諸改革Ⅲ 
（殖産興業） 

29 近代文化の発展  

 

 

③本時の流れ 

  本時は２時間に分けて行う。第１時では、「国内の政治的な動き」、「外国との関係の動き」「経済  

 や社会に関する動き」「文化や生活に関する動き」の４つの分野に分けて整理された年表形式のワー

クシート（後ろに添付）に生徒がこれまでの学習を振り返る作業を行う。４つのそれぞれの動きに

はあらかじめ時代の流れに合わせて３つに分けられ、生徒は年表を作成したのち、それぞれにタイ

トルを付けていく。この作業で、４つに分類された動きの大まかな流れをつかみやすくしている。

どのようなタイトルが付けられたのかを全体で確認したのち、グループごとに４つそれぞれが「近

代」の中でどう変わっていったのかをまとめていく。 

 第２時では、前時のワークシートを利用して、横の流れをひとくくりにし、大きく３つに分け、  

それぞれどのような時代なのかをまとめる作業を行う。そうすることで、明治～大正～昭和初期の 

大きな時代の流れをつかむことができる。最後に今までにまとめたことを踏まえ、「近代とはどのよ 

うな時代であったのか」を書いていく。 

 

 

 

 

 



  23

④指導計画 

 学習活動 指導上の留意点 評価 
第

１

時 

○これまでの学習を振り返り、「国内の

政治  
 的な動き」「外国との関係」「経済や

 社会の動き」「文化や生活に関する動 
 き」の４つの分野に分けたワークシ 
 ートの空欄を埋めていく。 
 
○４つの分野のそれぞれのまとまりに 
 タイトルを付けていき、どのような 
 タイトルを付けたか発表する。 
 
○４つの分野それぞれがどのように変 
 遷していったのかを文章で表し、グ 
 ループで話し合ってまとめていく。 

・ここであまり時間をかけす

 ぎないようにする。 
 
 
 
 
 
・大観がぶれないように、お

互いの意見交換をさせなが

ら発言を調整していく。 
 
・１つの分野を１～２グルー 
 プが担当するようにする。 
 

知近代の重要事項を理

 解している。 
 
 
 
 
 
思それぞれのまとまり 
 の特色をとらえてい

る。 
 
思自分の担当する分野 
 について近代の流れ 
 を説明できる。 

第

２

時 

○前時のワークシートで、横に三段に 
 分かれたそれぞれの時代がどのよう 
 な時代であったか、自分で考えたの 
 ちに、グループで話し合わせる。 
 
○それぞれのグループの発表をもとに 
 近代とはどのような時代であったか 
 を自分の言葉でまとめていく。 

・４つの分野に分けたもの 
 が、相互に関係しているこ 
 とをつかませる 
 
 
・いくつかの見方が出てくる 
 ように、生徒を指名して発

 表させる。 

知近代を３つの大きな 
 流れでとらえること 
 ができる。 
 
 
思近代の特徴を自分の 
 言葉で考え、まとめ 
 ている。 

 

 

 

⑤授業の実際 

 今回は、実践事例を３校で行ったので、A~C に分けて成果と課題を以下の通りに示した。 

 A～C の授業については、添付のワークシート参照。 

 

 
 A パターン： １時間目に近代の年表づくり、２時間目にまとまりごとのタイトル作成と 

「近代」の特色をまとめる方法 
 

 

 成果：年表作成に際して、４つの分野に分けてまとめることは、複雑でたくさんある事象を整理す 

    るうえで効果的であった。また、小グループ（３～４人）での調べ学習や話し合いは大変活 

    発に行われていた。各グループで話し合ったことが、最後に個人で近代の特色をまとめる作 

    業に生かされ、短時間ながら自分なりの言葉で近代の特色をまとめることができていた。 

 課題：３時間計画で実施したほうが内容や活動がより深まったと考えた。時間が不足していたため、   

    年表に記載する事項などを教師主導でまとめた部分があったので、もっと生徒主導で行える 

    とよかった。 
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B パターン： タイトルを付けずに４分野に分けた表を３つの時期に分けてまとめ、 

考察していく方法 
 

 

 

 成果：ア ３つの時期に区分したことで、生徒は時期ごとに４つの分野の関係や変化を把握するこ 

      とができた。４つの分野と３つの時期に分けた上でワークシートにしたことにより、生

徒は近代の全体像を視覚的に把握することができた。 

    イ ３つの時期それぞれで４つの分野の特色を個別にまとめさせたことで、生徒は各時期の 

      各分野の特色を細かく理解することができた。それぞれの特色を３つの時期で比較する 

      ことにより、生徒は時期ごとの変化を読み取ることができた。 

 課題：ア ３つの時期それぞれで４つの分野の特色を個別にまとめさせたが、その次に４つの分野  

      を総合して、それぞれの時期の特色をいったんまとめさせるべきであった。この段階を 

      踏まえれば、生徒は各時期の特色とそれぞれの違いをより明確に把握できたと考える。 

    イ ワークシートに載せる項目は、近代の特色をつかませるために必要最小限に抑える必要

がある。 

      今回はいろいろなことを盛り込みすぎたために、かえって時代像の把握が難しくなって 

      しまった。 

 

 

 
C パターン： Ⅰの「各時代のタイトルを考える」ワークシートと、 

Ⅱの「タイトルは考えない」ワークシートと、２パターンで実施。 
Ⅰ・Ⅱともに各時代の特色をまとめた後、近代全体の特色を話し合い、 
個人的に最終意見を出す方法 

 

 

成果：Ⅰでは、タイトルを考える作業をすることにより、それぞれの時代の政治など、まとまりご

とにしっかりと意見交換をするため、深い意見交換が出来た。 

Ⅱでは、タイトルを考える作業がないため、各時代の特色をじっくりと時間をかけて話し合

いをすることが出来た。また近代の特色の第一案をグループで検討した後、全体が自由に席

を移動してフリートークする活動を取り入れたが、ここでもしっかりと時間をかけて話し合

い活動をすることが出来た。 

課題：Ⅰでは最後には時間内に仕上げることが難しく、友達との意見交換に時間が充分に取れない

クラスが出てしまった。 

 

 全体的な成果としては、ワークシートにもあるように、「近代」という大きな時代のくくりを様々 

な視点から意見交換することで、多面的・多角的な理解につながったようである。今後の課題は、

今回は時期や分野のまとまりを教師のほうで設定したが、生徒が分野をまとめたり、関係を線で結

ぶなどして構造図のようなものをつくり、自分で流れを把握できることが望ましい。どのようにし

てそれを可能とするかが課題である。 














